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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　成分として、
（ａ）一般式（Ｉ）：
　－Ａｎ－Ｒ－ＳｉＸＹＺ　（Ｉ）
〔式中、
　Ａは２価の結合基であり、
　Ｒは、ヘテロ原子を含んでもよい炭素数１～１２の２価の炭化水素基であり、
　Ｘ、Ｙ、Ｚは、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ８アルキル基、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ基また
はＣ１～Ｃ８アシルオキシ基であり、少なくとも１つの基がＣ１～Ｃ８アルコキシ基また
はＣ１～Ｃ８アシルオキシ基であり、
　ｎは０または１である〕
で示される少なくとも１つの末端基を有する少なくとも１つのポリエーテルおよび／また
は少なくとも１つのポリアクリル酸エステル、および
（ｂ）少なくとも１つの有機スズ化合物、
（ｃ）スズおよびケイ素原子を含まず、それぞれ、カルボキシ基、カルボニル基、ヒドロ
キシ基および本来芳香族環系の一部である窒素原子から選択される少なくとも２つの官能
基を有する化合物であって、該成分（ｃ）が少なくとも１つのＮ－複素環式芳香族化合物
またはα－ヒドロキシカルボン酸を含み、Ｎ－複素環式芳香族化合物が８－ヒドロキシキ
ノリン、２－ヒドロキシキノリン、７－ヒドロキシ－３Ｈ－インドール、８－ヒドロキシ
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キノキサリン、８－ヒドロキシキナゾリン、８－ヒドロキシシンノリン、４－ヒドロキシ
フェナントリジン、４－ヒドロキシアクリジンおよび１－ヒドロキシフェナジン（それぞ
れさらなる置換基を有することができる）から成る群から選択され、α－ヒドロキシカル
ボン酸が乳酸である、少なくとも１つの化合物
を含む硬化性組成物。
【請求項２】
　成分（ｃ）の化合物の総量と成分（ｂ）の化合物の総量のモル比（モル／モル）が１：
１０～１０：１である請求項１に記載の硬化性組成物。
【請求項３】
　成分（ａ）が、４０００～１０００００ｇ／モルの分子量Ｍｎを有する少なくとも１つ
のポリエーテルを含む請求項１または２に記載の硬化性組成物。
【請求項４】
　成分（ａ）が、ＡＳＴＭ　Ｄ４６７１法により測定した、０．０７ｍｅｑ／ｇ未満の末
端不飽和を有する少なくとも１つのポリエーテルを含む請求項１～３のいずれかに記載の
硬化性組成物。
【請求項５】
　接着促進剤として、一般式（ＩＩ）：
　Ｒ'Ｒ''Ｎ－Ｒ－ＳｉＸＹＺ　（ＩＩ）
〔式中、
　Ｒ'およびＲ''は、互いに独立して、水素またはＣ１～Ｃ８アルキル基であり、
　Ｒは、ヘテロ原子を含んでもよい炭素数１～１２の２価の炭化水素基であり、
　Ｘ、Ｙ、Ｚは、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ８アルキル基、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ基また
はＣ１～Ｃ８アシルオキシ基であり、少なくとも１つの基がＣ１～Ｃ８アルコキシ基また
はＣ１～Ｃ８アシルオキシ基である〕
で示されるシランを含む請求項１～４のいずれかに記載の硬化性組成物。
【請求項６】
　１００重量部の成分（ａ）、
　０．５～２５重量部の接着促進剤、
　０．０１～１０重量部の成分（ｂ）、
　０．００１～１００重量部の成分（ｃ）、および、任意に、
　０～１２５重量部の可塑剤、
　０～１２５重量部のフィラー、
　０～２５重量部の乾燥剤または水スカベンジャー、
　０～１０重量部の、顔料、安定化剤、ＵＶ吸収剤、抗老化剤、酸化防止剤、レオロジー
助剤、希釈剤若しくは反応性希釈剤および／または溶剤、ならびに殺菌剤および難燃剤か
ら成る群から選択される、さらなる添加剤
を含む請求項１～５のいずれかに記載の硬化性組成物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の硬化性組成物の製造方法であって、
　少なくとも、
（ａ）一般式（Ｉ）：
　－Ａｎ－Ｒ－ＳｉＸＹＺ　（Ｉ）
〔式中、
　Ａは２価の結合基であり、
　Ｒは、ヘテロ原子を含んでもよい炭素数１～１２の２価の炭化水素基であり、
　Ｘ、Ｙ、Ｚは、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ８アルキル基、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ基また
はＣ１～Ｃ８アシルオキシ基であり、少なくとも１つの基がＣ１～Ｃ８アルコキシ基また
はＣ１～Ｃ８アシルオキシ基であり、
　ｎは０または１である〕
で示される少なくとも１つの末端基を有する少なくとも１つのポリエーテルおよび／また
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は少なくとも１つのポリアクリル酸エステル、および
（ｂ）少なくとも１つの有機スズ化合物、
（ｃ）スズおよびケイ素原子を含まず、それぞれ、カルボキシ基、カルボニル基、ヒドロ
キシ基および本来芳香族環系の一部である窒素原子から選択される少なくとも２つの官能
基を有する化合物であって、該成分（ｃ）が少なくとも１つのＮ－複素環式芳香族化合物
またはα－ヒドロキシカルボン酸を含み、Ｎ－複素環式芳香族化合物が８－ヒドロキシキ
ノリン、２－ヒドロキシキノリン、７－ヒドロキシ－３Ｈ－インドール、８－ヒドロキシ
キノキサリン、８－ヒドロキシキナゾリン、８－ヒドロキシシンノリン、４－ヒドロキシ
フェナントリジン、４－ヒドロキシアクリジンおよび１－ヒドロキシフェナジン（それぞ
れさらなる置換基を有することができる）から成る群から選択され、α－ヒドロキシカル
ボン酸が乳酸である、少なくとも１つの化合物
をともに混合する方法。
【請求項８】
　請求項１～６のいずれかに記載の硬化性組成物の、または、請求項７に記載の方法によ
り製造された硬化性組成物の、接着剤、封止剤またはコーティング組成物としての使用。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シリル末端ポリマーに基づく組成物に関する。具体的には、遅延型硬化であ
るこの種の組成物、その製造方法、ならびに接着剤、封止剤およびコーティング組成物に
おけるその使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　長年の間、一成分水分硬化接着剤および封止剤は、多くの技術用途において重要な役割
を果たしてきた。遊離イソシアネート基を有するポリウレタン接着剤および封止剤、なら
びにジメチルポリシロキサンに基づく従来のシリコーン接着剤および封止剤に加えて、近
年、いわゆるシラン変性接着剤および封止剤の使用も増えてきている。ポリウレタン接着
剤および封止剤と比較して、シラン変性接着剤および封止剤はイソシアネート基を含まな
い、特にモノマージイソシアネートを含まないという利点を有している。さらに、シラン
変性接着剤および封止剤は、プライマーによる表面前処理をしていない種々の基材に対す
る様々な接着性により識別される。
【０００３】
　このように、反応性シリル基を含むポリマー系は、原則として既知である。大気中水分
の存在下、加水分解性置換基を含むシリル基を有するポリマーは、室温であっても互いに
縮合することができ、加水分解基を除去する。加水分解性置換基を有するシリル基の含量
およびこれらのシリル基の構造に応じて、主に長鎖ポリマー（熱可塑性）の、比較的幅広
網目の三次元網状構造（エラストマー）または高架橋結合系（熱硬化性）がこの工程の間
に形成される。このポリマーは、典型的には有機骨格、例えばその末端にアルコキシシリ
ル基またはアシルオキシシリル基を有する有機骨格を有する。この有機骨格は、例えばポ
リウレタン、ポリエステル、ポリエーテルなどであり得る。
【０００４】
　結合後の組成物の急速な硬化を可能にするために、一般的に、硬化触媒（通常、例えば
スズまたは鉄などに基づく金属オルガニルである）を処方中に加える。一方で、２つの基
材間に安定な接合を迅速にもたらすことができるため、組成物の急速な硬化は望ましい。
他方で、高速硬化系は短い加工時間しかないため、塗布直後に修正する機会（これは、場
合によりユーザーに非常に要求される）は短時間だけである。したがって、適当な加工時
間の後に急速な硬化をもたらすことが望ましい。
【０００５】
　独国特許出願第１９５６６７２号は、ポリイソシアネートおよびポリヒドロキシ化合物
に基づき、β－ジカルボニル化合物、α－ヒドロキシケトン、縮合芳香族β－ヒドロキシ
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ケトンおよび窒素複素環、縮合芳香族β－ヒドロキシ化合物を添加した多成分接着剤を記
載する。しかしながら、このような組成物は、例えば、接着範囲または弾性特性などの特
定の特性において欠点を示し得る。
【０００６】
　欧州特許出願第０５４９２１０号は、加水分解性シリル基を有するポリマーを含み、そ
れにより熱成形後に後硬化が達成される熱成形組成物を記載する。このポリマーは、オレ
フィン系不飽和シランが重合したポリオレフィンである。熱形成する前の脆化を防止する
ために、シラン縮合触媒に加えて、少なくとも１つのヒドロキシ基に加えて少なくとも１
つのアミノ基またはカルボキシ基を有する官能性有機化合物を加える。欧州特許出願第０
５４９２１０号の組成物は成形物品（例えばケーブルシース）をもたらすが、特に、この
組成物の弾性は低いため、接着剤または封止剤には適していない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】独国特許出願第１９５６６７２号明細書
【特許文献２】欧州特許出願第０５４９２１０号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、幅広い接着性および良好な弾性値を、他の有利な特性とともに併せ持つ接
着剤、封止剤およびコーティング組成物に対する要求が存在する。それ故に、本発明の課
題は、幅広い接着性および良好な弾性値を備え、ユーザーフレンドリーな長時間の加工段
階の後、できる限り短時間で完全な硬化に達する接着剤、封止剤およびコーティング組成
物の基礎を形成する硬化性組成物を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の課題の解決法は、特許請求の範囲から導くことができる。それは、成分として
、
（ａ）一般式（Ｉ）：
　－Ａｎ－Ｒ－ＳｉＸＹＺ　（Ｉ）
〔式中、Ａは２価の結合基であり、Ｒは、場合によりヘテロ原子を含む炭素数１～１２の
２価の炭化水素基であり、Ｘ、Ｙ、Ｚは、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ８アルキル基、Ｃ１

～Ｃ８アルコキシ基またはＣ１～Ｃ８アシルオキシ基であり、少なくとも１つの基がＣ１

～Ｃ８アルコキシ基またはＣ１～Ｃ８アシルオキシ基であり、ｎは０または１である〕
で示される少なくとも１つの末端基を有する少なくとも１つのポリエーテルおよび／また
は少なくとも１つのポリアクリル酸エステル、および
（ｂ）少なくとも１つの有機スズ化合物、
（ｃ）スズおよびケイ素原子を含まず、それぞれ、カルボキシ基、カルボニル基、ヒドロ
キシ基および本来芳香族環系の一部である窒素原子から選択される少なくとも２つの官能
基を有する少なくとも１つの化合物
を含む硬化性組成物から本質的になる。
【００１０】
　そのような組成物は、種々の基材に対して優れた接着性を示し、硬化後、その良好な弾
性により高い弾性接着を可能にし、塗布後、長期の表皮形成時間を有するがその後完全な
硬化が促進され、ユーザーに修正をするための十分な時間を与える。したがって、そのよ
うな組成物により形成された接着は、硬化後、良好な強度値を示す（これは安定で弾力性
のある結合を意味する）。
【００１１】
　本発明によれば、硬化性組成物は、好ましくは成分として、
（ａ）一般式（Ｉ）：
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　－Ａｎ－Ｒ－ＳｉＸＹＺ　（Ｉ）
〔式中、Ａは２価の結合基であり、Ｒは、場合によりヘテロ原子を含む炭素数１～１２の
２価の炭化水素基であり、Ｘ、Ｙ、Ｚは、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ８アルキル基、Ｃ１

～Ｃ８アルコキシ基またはＣ１～Ｃ８アシルオキシ基であり、少なくとも１つの基がＣ１

～Ｃ８アルコキシ基またはＣ１～Ｃ８アシルオキシ基であり、ｎは０または１である〕
で示される少なくとも１つの末端基を有する少なくとも１つのポリエーテルおよび／また
は少なくとも１つのポリアクリル酸エステル、および
（ｂ）少なくとも１つの有機スズ化合物、
（ｃ）スズおよびケイ素原子を含まず、それぞれ、カルボキシ基、カルボニル基、ヒドロ
キシ基および本来芳香族環系（本来芳香性であるこの環系は唯一のヘテロ原子として１つ
の窒素原子を含む）の一部である窒素原子から選択される少なくとも２つの官能基を有す
る少なくとも１つの化合物
を含む。
【００１２】
　特に好ましくは、成分として、
（ａ）一般式（Ｉ）：
　－Ａｎ－Ｒ－ＳｉＸＹＺ　（Ｉ）
〔式中、Ａは２価の結合基であり、Ｒは、場合によりヘテロ原子を含む炭素数１～１２の
２価の炭化水素基であり、Ｘ、Ｙ、Ｚは、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ８アルキル基、Ｃ１

～Ｃ８アルコキシ基またはＣ１～Ｃ８アシルオキシ基であり、少なくとも１つの基がＣ１

～Ｃ８アルコキシ基またはＣ１～Ｃ８アシルオキシ基であり、ｎは０または１である〕
で示される少なくとも１つの末端基を有する少なくとも１つのポリエーテルおよび／また
は少なくとも１つのポリアクリル酸エステル、および
（ｂ）少なくとも１つの有機スズ化合物、
（ｃ）スズおよびケイ素原子を含まず、１つ目の基が、カルボキシ基、カルボニル基、ヒ
ドロキシ基から選択され、好ましくはヒドロキシ基であり、かつ、２つ目の基が本来芳香
族環系（この環系は好ましくは唯一のヘテロ原子として１つの窒素原子を含む）の一部で
ある窒素原子またはカルボキシル基のいずれかである少なくとも２つの官能基を有する少
なくとも１つの化合物
を含む硬化性組成物である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　硬化性組成物は、物理的または化学的な方法により硬化し得る物質または複数の物質の
混合物であると理解される。これらの化学的または物理的方法としては、例えば、熱、光
または他の電磁放射の形態によるエネルギー供給、または単に大気中の水分、水若しくは
反応性成分と接触させることが含まれる。
【００１４】
　ポリエーテルは、その有機繰り返し単位が主鎖にＣ－Ｏ－Ｃエーテル官能基を含むポリ
マーであると理解される。したがって、このポリエーテルは、例えばセルロースエーテル
、デンプンエーテルおよびビニルエーテルポリマーなどの側鎖エーテル基を有するポリマ
ーは含まない。同様に、例えばポリオキシメチレン（ＰＯＭ）などのポリアセタールは、
通常、ポリエーテルに含まれない。
【００１５】
　ポリアクリル酸エステルは、アクリル酸エステルに基づくポリマーであると理解され、
したがって、ポリアクリル酸エステルは繰り返し単位として、構造モチーフ：－ＣＨ２－
ＣＨ（ＣＯＯＲ）－〔式中Ｒは、直鎖、分枝、環状のおよび／または官能性置換基含有の
アルキル基、例えばメチル基、エチル基、イソプロピル基、シクロヘキシル基、２－エチ
ルヘキシル基または２－ヒドロキシエチル基を表す〕を有する。
【００１６】
　本発明の組成物は、好ましくは、成分（ａ）においてポリエーテルを含む。主鎖として
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ポリエーテルを含むポリマーは、末端基のみでなくポリマー主鎖にも柔軟構造および弾力
構造を有する。それ故に、優れた弾力特性を有する組成物を生成することができる。ポリ
エーテルは、その主鎖において柔軟であるだけでなく強固でもある。したがって、例えば
、ポリエーテルは水やバクテリアにより攻撃されたり分解されたりしない。本発明の範囲
において、入手可能性の観点から、ポリエチレンオキシドおよび／またはポリプロピレン
オキシドに基づくポリエーテルを成分（ａ）において使用することが特に好ましい。
【００１７】
　好ましくは、成分（ａ）は、４，０００～１００，０００ｇ／モルの、好ましくは８，
０００～５０，０００ｇ／モルの、特に好ましくは１０，０００～３０，０００ｇ／モル
の、特に１５，０００～２５，０００ｇ／モルの分子量Ｍｎを有する少なくとも１つのア
ルコキシ－および／またはアシルオキシシラン－末端ポリエーテルを含む。この分子量Ｍ

ｎは、ポリマーの数平均分子量であると理解される。本発明の意味において、数平均分子
量Ｍｎおよび重量平均分子量Ｍｗは、標準としてポリスチレンを用いるゲル浸透クロマト
グラフィー（ＧＰＣ）により決定される。ゲル浸透クロマトグラフィーよるこの方法は、
当業者に既知である。対応する組成物が、粘度（加工のし易さ）、強度および弾力性のバ
ランスのとれた比率を有するため、例示した分子量が特に有利である。この組み合わせは
、１２，０００～２０，０００、特に１４，０００～１８，０００の範囲の分子量（Ｍｎ

）においてとりわけ有利に認められる。
【００１８】
　本発明の範囲において、好ましくは、Ｍｗ／Ｍｎ比が１．５未満である少なくとも１つ
のポリエーテルが成分（ａ）に含まれる。多分散性とも称されるＭｗ／Ｍｎ比は、分子量
分布の幅を表し、多分散性ポリマーの個々の鎖の種々の重合度の幅を表す。多くのポリマ
ーおよび重縮合物に関して、約２の値が多分散性に当たる。完全な単分散は値１を示すで
あろう。本発明の範囲において好ましい１．５未満の多分散性は、比較的狭い分子量分布
を示し、分子量に関連した特性の特異性（例えば粘度）を示す。特に好ましくは、成分（
ａ）の少なくとも１つのアルコキシ－および／またはアシルオキシシラン－末端ポリエー
テルが１．３未満の多分散性（Ｍｗ／Ｍｎ）を有する。
【００１９】
　好ましくは成分（ａ）において用いられるポリエーテルは、さらに好ましくは、ポリエ
ーテル鎖の末端の少数の二重結合により特徴付けられる。このいわゆる末端不飽和は、低
分子量ジオールとアルキレンオキシドの重合における望ましくない副反応から生じる。
その結果、鎖の片末端のみでシリル化され得るため鎖の片末端を介してのみ架橋する一定
数のモノヒドロキシポリエーテルとなる。これは、ポリエーテルおよびそれにより生成さ
れる組成物の官能性に悪影響を及ぼす。末端不飽和結合が少数であるポリエーテルは、例
えばいわゆる複合金属シアン化物触媒（ＤＭＣ触媒）により生成することができる。成分
（ａ）は、ＡＳＴＭ　Ｄ４６７１の方法により測定された０．０７ｍｅｑ／ｇ未満の末端
不飽和を有する少なくとも１つのポリエーテルを好ましくは含む。
【００２０】
　成分（ａ）のポリエーテルおよび／またはポリアクリル酸エステルは、一般式（Ｉ）：
　　－Ａｎ－Ｒ－ＳｉＸＹＺ　（Ｉ）
で示される少なくとも１つの末端基を有する。
【００２１】
　ここで、２価の結合基Ａは、末端基の基Ｒを有するアルコキシ－および／またはアシル
オキシシラン末端ポリマーのポリマー骨格に結合する２価の化学基として理解される。２
価の結合基は、例えばアルコキシ－および／またはアシルオキシシラン－末端ポリエーテ
ルおよび／またはポリアクリル酸エステルポリマーの生成の間に、例えば、ヒドロキシ基
により官能化されたポリエーテルとイソシアナトシランの反応によりウレタン基として形
成され得る。この場合、２価の基は、基礎となるポリマー骨格にみられる構造的特徴と区
別できる場合と区別できないか場合がある。例えば、ポリマー骨格の繰り返し単位の結合
部位と一致している場合は、後者（区別できない場合）である。
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【００２２】
　Ａは、好ましくは、アミド基、カルバミド基、尿素基、イミノ基、カルボキシレート基
、カルバモイル基、アミジノ基、炭酸塩基、スルホン酸基若しくはスルフィネート基、ま
たは酸素原子若しくは窒素原子である。結合基Ａは、骨格ポリマーと－Ｒ－ＳｉＸＹＺ配
列をもつ反応生成物との反応によるシリル末端ポリマーの生成の間に形成することができ
る。
【００２３】
　特に好ましい結合基Ａは、プレポリマーの特定の官能基と、別の官能基を有する有機シ
ランとの反応により得ることができるウレタン基および尿素基である。ウレタン基は、例
えば、ポリマー骨格が末端ヒドロキシ基を含み、イソシアナトシランを他の成分として使
用する、または逆に末端イソシアネート基を有するポリマーを末端ヒドロキシ基含有アル
コキシシランと反応させる場合に形成することができる。同様に、尿素基は、（シランま
たはポリエーテルおよび／またはポリアクリル酸エステルのいずれかにおいて）各反応物
に存在する末端イソシアネート基と反応する末端第１級若しくは第２級アミノ基を使用す
る場合に得ることができる。これは、末端イソシアネート基含有ポリエーテルおよび／ま
たはポリアクリス酸エステル若しくは末端アミノ基置換ポリエーテルおよび／またはポリ
アクリル酸エステルを有するアミノシランのいずれかを、イソシアネートシランと反応さ
せることを意味する。ウレタン基および尿素基は、ポリマー鎖および架橋結合ポリマー全
体の強度を有利に増強させる。
【００２４】
　ｎは０または１であり、すなわち、２価の結合基Ａはポリマー骨格と基Ｒを結合し（ｎ
＝１）、またはポリマー骨格は基Ｒと直接結合する（Ｒ＝０）。基Ｒは、場合によりヘテ
ロ原子を含む１～１２個の炭素原子を有する２価の炭化水素基である。ヘテロ原子として
は、例えば、酸素（Ｏ）または窒素（Ｎ）が含まれ得る。この炭化水素基は、例えば、直
鎖のまたは分枝鎖の、または環状の、置換若しくは未置換アルキレン基であることができ
る。この炭化水素基は、飽和または不飽和であってよい。
【００２５】
　Ｒは、好ましくは、炭素数１～６の炭化水素基である。組成物の硬化速度は、ポリマー
骨格とシリル基との間に結合を形成する炭化水素基の長さに影響を受け得る。より好まし
くは、Ｒはメチレン基、エチレン基またはｎ－プロピレン基である。特に好ましくは、メ
チレン基およびｎ－プロピレン基を使用する。ポリマー骨格への結合として、メチレン基
を含むアルコキシシラン末端化合物（いわゆるα－シラン）は、特に高い反応性の末端シ
リル基を有しており、そのようなポリマーに基づく調製物のより短い硬化時間およびそれ
による非常に速い硬化をもたらす。
【００２６】
　一般的に、連結する炭化水素鎖の延長は、ポリマーの反応性の低下を引き起こす。特に
、γ－シラン（結合として非分枝プロピレン基を含む）は、必須反応性（許容できる硬化
時間）と遅延性硬化（開放時間、結合後の修正可能性）間のバランスのとれた比率を有す
る。それ故に、α－およびγ－アルコキシシラン末端構造の計画的な組み合わせにより、
系の硬化速度に要望通りの影響を与えることができる。
【００２７】
　Ｘ、ＹおよびＺは、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ８アルキル基、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ基
またはＣ１～Ｃ８アシルオキシ基である。ここで、Ｘ、Ｙ、Ｚの少なくとも１つの基は加
水分解性基、すなわち、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ基またはＣ１～Ｃ８アシルオキシ基でなけ
ればならない。加水分解性基として好ましくは、アルコキシ基、具体的にはメトキシ基、
エトキシ基、プロピルオキシ基およびブチルオキシ基が選択される。これらの基を選択す
ることは、アルコキシ基含有組成物の硬化の間に、粘膜を刺激する物質を放出しないため
有利である。形成されるアルコールは、放出され、蒸発する量において無害である。した
がって、そのような組成物は、ＤＩＹ分野に特に適している。しかしながら、加水分解性
基として、アシルオキシ基、例えばアセトキシ基－Ｏ－ＣＯ－ＣＨ３を使用することもで
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きる。
【００２８】
　式（Ｉ）で示されるアルコキシ－および／またはアシルオキシシラン末端ポリエーテル
および／またはポリアクリル酸エステルは、一般式（Ｉ）で示される少なくとも２つの末
端基を有する。したがって、各ポリマー鎖は、大気湿度の存在下、ポリマーの縮合を加水
分解基の除去により行うことのできる少なくとも２つの結合部位を含む。このようにして
、規則的で急速な架橋結合性が達成されるため、良好な強度を有する結合を得ることがで
きる。さらに、加水分解性基の量および構造（例えばジ－若しくはトリアルコキシル基、
メトキシ基または長鎖基など）により、長鎖系（熱可塑性）、比較的粗い目の三次元網目
構造（弾力性）または高架橋系（熱硬化）を実現する網目構造の形状を調節することがで
き、これにより、とりわけ、最終的な架橋組成物の弾力性、柔軟性および耐熱性に影響を
与えることができる。
【００２９】
　好ましくは、Ｘはアルキル基であり、ＹおよびＺはそれぞれアルコキシ基であり、また
はＸ、ＹおよびＺはそれぞれアルコキシ基である。一般的に、ジ－若しくはトリアルコキ
シ基を含むポリマーは、高反応性結合部位を有しており、これは、急速な硬化、高い架橋
結合度をもたらし、これにより良好な最終強度を可能にする。ジアルコキシシリル基の特
定の利点は、対応する組成物がより弾力で柔軟になり、硬化後、トリアルコキシシリル基
を含む系よりもより柔らかいという事実にある。したがって、それらは封止剤としての使
用に特に適する。さらに、硬化中にアルコールをほとんど除去しないため、放出されるア
ルコールの量を少なくしなければならない場合に、これらは特に興味深い。
【００３０】
　一方、トリアルコキシシリル基により、より高い架橋度を達成することができ、硬化後
、より硬く、強固な物質が望まれる場合には特に有利である。さらに、トリアルコキシシ
リル基はより反応性であり、より速く架橋することにより必要となる触媒量を少なくし、
また、これらは「低温流れ」（力および場合により温度作用の影響下における対応する接
着剤の寸法安定性）において有利である。
【００３１】
　特に、好ましくは、Ｘ、ＹおよびＺは、互いに独立して、メチル基、エチル基、メトキ
シ基またはエトキシ基である。低立体容積である比較的小さい加水分解性基として、メト
キシ基およびエトキシ基は非常に反応性であり、これにより少量の触媒使用であっても急
速な硬化を可能にする。したがって、これらは、急速な硬化が望まれる系、例えば高い初
期接着を必要とする接着剤に関して特に興味深い。
【００３２】
　特に好ましくは、Ｘ、ＹおよびＺはメチル基またはメトキシ基である。酸素原子におけ
るアルキル基の性質に応じて、アルコキシシリル基を有する化合物は化学反応において種
々の反応性を有する。メトキシ基は、アルコキシ基の中で最も高い反応性を示す。したが
って、特に急速な硬化が望まれる場合にこの種のシリル基を使用することができる。例え
ばエトキシ基などのより高い脂肪族基は、メトキシ基と比較して末端アルコキシシリル基
の低い反応性をもたらしており、徐々に架橋速度を高じるために有利に使用することがで
きる。
【００３３】
　興味深い設計の可能性は、２つの基の組み合わせによっても開拓される。例えば、同じ
アルコキシシリル基においてＸとしてメトキシを、Ｙとしてエトキシを選択した場合で、
もっぱらメトキシ基含有シリル基が過度に反応性であり、エトキシ基含有シリル基が過度
に非反応性であると判断される場合、意図する使用に対して末端シリル基の所望する反応
性を特に細かく調節することができる。
【００３４】
　メトキシ基およびエトキシ基に加えて、加水分解性基として、当然、生来低反応性であ
る多くの基を使用することもできる。アルコキシ基の構造により遅延性効果も達成すべき
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場合にこれは特に興味深い。
【００３５】
　本発明の硬化性組成物は、成分（ｂ）として、少なくとも１つの有機スズ化合物を含む
。成分（ｂ）は、具体的には架橋結合触媒として組成物に加えられる。適する有機スズ化
合物は、例えば、２価若しくは３価のスズの１，３－ジカルボニル化合物、例えばジ（ｎ
－ブチル）スズ（ＩＶ）ジ（アセチルアセトネート）、ジ（ｎ－オクチル）スズ（ＩＶ）
ジ（アセチルアセトネート）、（ｎ－オクチル）（ｎ－ブチル）スズ（ＩＶ）ジ（アセチ
ルアセトネート）などのアセチルアセトネート；ジアルキルスズ（ＩＶ）ジカルボキシレ
ート、例えばジ－ｎ－ブチルスズジラウレート、ジ－ｎ－ブチルスズマレエート、ジ－ｎ
－ブチルスズジアセテート、ジ－ｎ－オクチルスズジアセテートまたは対応するジアルコ
キシレート、例えば、ジ－ｎ－ブチルスズジメトキシド；および、スズ（ＩＩ）オクトエ
ートおよびスズ（ＩＩ）フェノレートなどのスズ（ＩＩ）カルボキシレートである。
【００３６】
　例えば、以下の化合物も適している：エチルシリケート、ジメチルマレエート、ジエチ
ルマレエート、ジオクチルマレエート、ジメチルフタレート、ジエチルフタレート、ジオ
クチルフタレート、ジ（ｎ－ブチル）スズ（ＩＶ）ジ（メチルマレエート）、ジ（ｎ－ブ
チル）スズ（ＩＶ）ジ（ブチルマレエート）、ジ（ｎ－オクチル）スズ（ＩＶ）ジ（メチ
ルマレエート）、ジ（ｎ－オクチル）スズ（ＩＶ）ジ（ブチルマレエート）、ジ（ｎ－オ
クチル）スズ（ＩＶ）ジ（イソオクチルマレエート）、ジ（ｎ－ブチル）スズ（ＩＶ）ス
ルフィド、ジ（ｎ－ブチル）スズ（ＩＶ）オキシド、ジ（ｎ－オクチル）スズ（ＩＶ）オ
キシド、（ｎ－ブチル）２Ｓｎ（ＳＣＨ２ＣＯＯ）、（ｎ－オクチル）２Ｓｎ（ＳＣＨ２

ＣＯＯ）、（ｎ－オクチル）２Ｓｎ（ＳＣＨ２ＣＨ２ＣＯＯ）、（ｎ－オクチル）２Ｓｎ
（ＳＣＨ２ＣＨ２ＣＯＯＣＨ２ＣＨ２ＯＣＯＣＨ２Ｓ）、（ｎ－ブチル）２Ｓｎ（ＳＣＨ

２ＣＯＯ－ｉ－Ｃ８Ｈ１７）２、（ｎ－オクチル）２Ｓｎ（ＳＣＨ２ＣＯＯ－ｉ－Ｃ８Ｈ

１７）２、（ｎ－オクチル）２Ｓｎ（ＳＣＨ２ＣＯＯ－ｎ－Ｃ８Ｈ１７）２。成分（ｂ）
がジアルキルスズ（ＩＶ）ジカルボキシレート、特にジ－ｎ－ブチルスズジラウレートで
あることが特に好ましい。成分（ｂ）は、組成物の総重量に基づいて、好ましくは０．０
１～１０重量％の量で用いる。有利な効果を実現するために、いくつかの触媒の混合物を
使用することもできる。
【００３７】
　成分（ｃ）として、本発明の組成物は、スズおよびケイ素原子を含まず、それぞれ、カ
ルボキシル基、カルボニル基、ヒドロキシ基および本来芳香族環系の一部である窒素原子
から選択される少なくとも２つの官能基を含む少なくとも１つの化合物を含有する。ここ
で、カルボキシル基は構造－ＣＯＯＨの官能基であり、ヒドロキシ基は構造－ＯＨ基の官
能基であり、カルボニル基は構造Ｃ＝Ｏの官能基であると理解される。原則として、少な
くとも２つの官能基は同じであっても異なっていてもよい。少なくとも１つの成分（ｃ）
が、カルボキシル基、カルボニル基、ヒドロキシ基および本来芳香族環系の一部である窒
素原子からそれぞれ選択される少なくとも２つの異なる官能基を有することが好ましい。
上述した成分（ｃ）のカルボキシル基、カルボニル基およびヒドロキシ基は、本発明にお
いては単独の官能基とみなされ、より複雑な官能基の一部としては存在しない。例えば、
カルボキシル基はカルボニル基およびヒドロキシ基の両方を含むが、ただ１つのカルボキ
シル基を有する化合物は成分（ｃ）とみなされない。同様に、例えば、エステル基（－Ｃ
ＯＯＲ）の一部を形成するカルボニル基は、成分（ｃ）の意味におけるカルボニル基とは
みなされない。本来芳香族環系の一部である窒素原子の場合、芳香族系全体ではなく、そ
れらの窒素原子のみが官能基であるとみなされる。したがって、成分（ｃ）のさらなる官
能基に関して、例えばＯＨ基を本来芳香族環系である別の部位に配置させる可能性は十分
にある。
【００３８】
　成分（ｃ）の化合物として、例えば、β－ジカルボニル化合物、例えば２，４－ペンタ
ンジオン、１，１，１－トリフルオロ－２，４－ペンタンジオン、１，１，１，５，５，
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５－ヘキサフルオロ－２，４－ペンタンジオン、２，４－ヘキサンジオン、２，４－ペン
タンジオン、５－メチル－２，４－ヘキサンジオン、２，４－オクタンジオン、５，５－
ジメチル－２，４－ヘキサンジオン、３－エチル－２，４－ペンタンジオン、２，４－デ
カンジオン、２，２－ジメチル－３，５－ノナンジオン、３－メチル－２，４－ペンタン
ジオン、２，４－トリデカンジオン、１－シクロヘキシル－１，３－ブタンジオン、５，
５－ジメチル－１，３－シクロヘキサンジオン、１，３－シクロヘキサンジオン、１－フ
ェニル－１，３－ブタンジオン、１－（４－ジフェニル）－１，３－ブタンジオン、１－
フェニル－１，３－ペンタンジオン、３－ベンジル－２，４－ペンタンジオン、１－フェ
ニル－５，５－ジメチル－２，４－ヘキサンジオン、１－フェニル－２－ブチル－１，３
－ブタンジオン、１－フェニル－３，３－（２－メトキシフェニル）－１，３－プロパン
ジオン、１－（４－ニトロフェニル）－１，３－ブタンジオン、１－（２－フリル）－１
，３－ブタンジオン、１－（テトラヒドロ－２－フリル）－１，３－ブタンジオン、ジメ
ドンおよびジベンゾイルメタンが適する。
【００３９】
　成分（ｃ）として適する化合物の他の群は、例えばベンゾイン、アセトインおよびα－
ヒドロキシアセトフェノンなどのα－ヒドロキシケトン、ならびに、マンデル酸、乳酸、
クエン酸、ヒドロキシコハク酸、アスコルビン酸および酒石酸などのα－ヒドロキシカル
ボン酸により形成され、乳酸により形成されるものが特に好ましい。さらに、縮合芳香族
β－ヒドロキシケトン、例えばナフタザリン、１－ヒドロキシ－９－フルオレノンまたは
１－ヒドロキシアントラキノンも適する。
【００４０】
　本来芳香族環系の一部である窒素原子は、芳香族性を示す（すなわち、ヒュッケル則に
対応するπ電子の配列を有する）少なくとも単環構造において、環形成原子としての炭素
原子に加えて存在する窒素原子であると理解される。本発明において、少なくとも一置換
の窒素含有複素環式芳香族化合物、中でも特に縮合系、例えば、８－ヒドロキシキノリン
、２－ヒドロキシキノリン、７－ヒドロキシ－３Ｈ－インドール、８－ヒドロキシキノキ
サリン、８－ヒドロキシキナゾリン、８－ヒドロキシシンノリン、４－ヒドロキシフェナ
ントリジン、４－ヒドロキシアクリジンおよび１－ヒドロキシフェナジン〔それぞれさら
なる置換基（例えばハロゲン原子またはアルキル基）を有することができる〕が成分（ｃ
）として適している。
【００４１】
　したがって、本発明の組成物は、少なくとも１つの有機スズ化合物および少なくとも１
つのタイプ（ｃ）の化合物を含む。このような組み合わせは、本発明の組成物の遅延性の
硬化をもたらす。この遅延性の硬化は、例えば、接着するため塗布して基板をプレスした
後でさえも、一方に対して所望する位置になるまで基材を動かすなど、消費者に修正の機
会を与える。特に好ましくは、本発明の硬化性組成物は、２座配位子および多座配位子と
して、特に成分（ｂ）の化合物と錯体を形成することのできる成分を成分（ｃ）として含
有する。
【００４２】
　好ましくは、成分（ｃ）の少なくとも１つの化合物の少なくとも１つの官能基は、少な
くとも１つの酸素原子を有し、かつ、少なくとも１つの他の官能基は本来芳香族環系の一
部である少なくとも１つの窒素原子を有し、若しくは、成分（ｃ）の化合物の少なくとも
２つの官能基は少なくとも１つの酸素原子を有する（この酸素原子に直接的に結合する少
なくとも１つの炭素原子は、この酸素原子に直接的に結合する第２の官能基の少なくとも
１つの炭素原子とは異なる酸化状態を有する）。この意味において、例えばβ－ヒドロキ
シケトンまたはα－ヒドロキシカルボン酸が特に好ましい。
【００４３】
　特に好ましくは、成分（ｃ）は、少なくとも１つのＮ－複素環式芳香族化合物またはα
－ヒドロキシカルボン酸、特に８－ヒドロキシキノリンまたは乳酸を含んでなる。成分（
ｃ）の化合物の総量と成分（ｂ）の化合物の総量の好ましいモル比（モル／モル）は、１
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：１０～１０：１であり、特に好ましくは１：５～５：１であり、特に１：４～４：１で
あり、とりわけ好ましくは１：３～３：１である。本発明の組成物における成分（ｂ）と
（ｃ）の総重量は、それぞれの場合、組成物の総重量に基づいて、好ましくは最大５重量
％であり、特に最大３重量％であり、とりわけ好ましくは最大２重量％である。
【００４４】
　接着剤、封止剤またはコーティング組成物として適する本発明の組成物は、前記成分（
ａ）、（ｂ）および（ｃ）に加えて、例えば改善された弾力特性、改善された回復性およ
び低い戻りをもたらすさらなる助剤および添加剤を任意に含有する。これらの助剤および
添加剤としては、接着促進剤、可塑剤およびフィラーが挙げられる。さらに、さらなる添
加剤として、本発明の組成物は、安定化剤、酸化防止剤、反応性希釈剤、乾燥剤、ＵＶ安
定化剤、抗老化剤、レオロジー助剤、顔料若しくは顔料ペースト、殺菌剤、難燃剤および
／またはわずかな溶剤を含むこともできる。
【００４５】
　可塑剤は、組成物の粘度を低下させ、それによりその加工性を容易にし、さらに組成物
の柔軟性および伸展性を改善する物質であると理解される。
【００４６】
　可塑剤は、好ましくは、脂肪酸エステル、ジカルボン酸エステル、ＯＨ基含有若しくは
エポキシ化脂肪酸、脂肪、グリコール酸エステル、フタル酸エステル、安息香酸エステル
、リン酸エステル、スルホン酸エステル、トリメリット酸エステル、エポキシ化可塑剤、
ポリエーテル可塑剤、ポリスチレン、炭化水素可塑剤および塩素化パラフィン、ならびに
それらの２つ以上の混合物から選択される。これらの可塑剤の１つまたは特定の組み合わ
せを厳選することにより、本発明の組成物のさらなる有利な特性、例えば、ポリマーのゲ
ル化力、低温弾性および耐寒性または帯電性などを達成することができる。
【００４７】
　例えば、フタル酸エステル、フタル酸ジオクチル、フタル酸ジブチル、フタル酸ジイソ
ウンデシル、フタル酸ジイソノニルまたはブチルベンジルフタレートの群、アジピン酸塩
、アジピン酸ジオクチルまたはアジピン酸ジイソデシル、コハク酸ジイソデシル、セバシ
ン酸ジブチルまたはオレイン酸ブチルも適している。中でも、ポリエーテル可塑剤、好ま
しくは末端キャップポリエチレングリコール、例えばポリエチレン若しくはポリプロピレ
ングリコールジ－Ｃ１～４－アルキルエステル、特にジエチレングリコール若しくはジプ
ロピレングリコールのジメチルエーテルまたはジエチルエーテル、およびそれらの２つ以
上の混合物を使用する。例えば、アビエチン酸エステル、絡酸エステル、酢酸エステル、
プロピオン酸エステル、チオ絡酸エステル、クエン酸エステル、およびニトロセルロース
およびポリ酢酸ビニルに基づくエステル、ならびにそれらの２つ以上の混合物も可塑剤と
して適している。適当な例としては、アジピン酸モノオクチルエステルと２－エチルヘキ
サノールの不斉エステル（Ｅｄｅｎｏｌ ＤＯＡ、Ｃｏｇｎｉｓ Ｄｅｕｔｓｃｈｌａｎｄ
 ＧｍｂＨ、デュッセルドルフ）も挙げられる。また、一官能性、直鎖若しくは分枝Ｃ４

～１６アルコールの純粋または混合エーテル、またはこれらアルコール（例えばジオクチ
ルエーテル）の２種類以上の異なるエーテルの混合物〔Ｃｅｔｉｏｌ　ＯＥ、Ｃｏｇｎｉ
ｇ　Ｄｅｕｔｓｃｈｌａｎｄ　ＧｍｂＨ（デュッセルドルフ）として入手可能〕も可塑剤
として適する。さらに、本発明の範囲内において、可塑剤として適するのはジウレタンで
あり、これは実質的に全ての遊離ＯＨ基が完全に反応するように反応量を選択することで
、例えば、ＯＨ末端基を有するジオールと一官能性イソシアネートとを反応させて製造す
ることができる。その後過剰なイソシアネートは、例えば蒸留により、反応混合物から除
去することができる。ジウレタンを製造するための別の方法は、可能な限り全てのＮＣＯ
基が完全に反応する一官能性アルコールとジイソシアネートとの反応である。
【００４８】
　特定の用途に対して高過ぎる本発明の組成物の粘度を、反応性希釈剤を使用することで
、硬化物質において分離現象（例えば可塑剤の移動）を生じることなく、簡単かつ適切な
方法において低下させることができる。好ましくは、反応性希釈剤は、例えば塗布後に水
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分または大気中の酸素と反応する少なくとも１種の官能基を含む。そのような官能基とし
ては、シリル基、イソシアネート基、ビニル不飽和基および多不飽和系が挙げられる。反
応性希釈剤として、粘度の低下を伴って本発明の組成物と混和し、結合剤と反応性のある
少なくとも１つの基を有する任意の化合物を、単独でまたはいくつかの化合物を組み合わ
せて使用することができる。反応性希釈剤の粘度は、好ましくは２０，０００ｍＰａｓ未
満、特に好ましくは約０．１～６，０００ｍＰａｓ、とりわけ好ましくは１～１０００ｍ
Ｐａｓである（ブルックフィールドＲＶＴ、２３℃、スピンドル７、１０ｒｐｍ）。
【００４９】
　反応性希釈剤として、例えば、以下の物質を使用することができる：イソシアナトシラ
ンと反応したポリアルキレングリコール（例えば、Ｓｙｎａｌｏｘ１００－５０Ｂ、Ｄｏ
ｗ社製）、アルキルトリメトキシシラン、アルキルトリエトキシシラン、例えばメチルト
リメトキシシラン、メチルトリエトキシシランおよびビニルトリメトキシシラン（ＸＬ１
０、Ｗａｃｋｅｒ社製）、フェニルトリメトキシシラン、フェニルトリエトキシシラン、
オクチルトリメトキシシラン、テトラエトキシシラン、ビニルジメトキシメチルシラン（
ＸＬ１２、Ｗａｃｋｅｒ社製）、ビニルトリエトキシシラン（ＧＦ５６，Ｗａｃｋｅｒ社
製）、ビニルトリアセトキシシラン（ＧＦ６２、Ｗａｃｋｅｒ社製）、イソオクチルトリ
メトキシシラン（ＩＯトリメトキシ）、イソオクチルトリエトキシシラン（ＩＯトリエト
キシ、Ｗａｃｋｅｒ社製）、Ｎ－トリメトキシシリルメチル－Ｏ－メチルカルバメート（
ＸＬ６３、Ｗａｃｋｅｒ社製）、Ｎ－ジメトキシ（メチル）シリルメチル－Ｏ－メチルカ
ルバメート（ＸＬ６５、Ｗａｃｋｅｒ社製）、ヘキサデシルトリメトキシシラン、３－オ
クタノイルチオ－１－プロピルトリエトキシシラン、およびこれらの化合物の部分加水分
解物。さらに、カネカ社製の下記ポリマーを反応性希釈剤として使用することもできる：
ＭＳ Ｓ２０３Ｈ、ＭＳ Ｓ３０３Ｈ、ＭＳ ＳＡＴ ０１０およびＭＳ ＳＡＸ ３５０。ま
た、ビニルシランとのグラフト化により、または、ポリオール、ポリイソシアネートおよ
びアルコキシシランを反応させることにより、有機骨格から製造することのできるポリマ
ーも反応性希釈剤として適している。
【００５０】
　ポリオールは、分子内に１つ以上のＯＨ基を有する化合物であると理解される。ＯＨ基
は、第１級であっても、第２級であってもよい。
【００５１】
　適する脂肪族アルコールとしては、例えば、エチレングリコール、プロピレングリコー
ル、および高級グリコール、ならびに他の多官能性アルコールなどが挙げられる。ポリオ
ールは、例えば、エステル、カーボネート、アミドなど他の官能基をさらに含むことがで
きる。ポリオールとポリイソシアネートおよびアルコキシシランを反応させることによる
反応性希釈剤の製造のために、それぞれ、対応するポリオール成分を少なくとも２官能性
イソシアネートと反応させる。少なくとも２官能性のイソシアネートとして、原則として
、少なくとも２つのイソシアネート基を有する全てのイソシアネートが適している。しか
しながら、本発明の範囲において、２～４つのイソシアネート基を有する、特に２つのイ
ソシアネート基を有する化合物も一般的に好ましい。
【００５２】
　アルコキシシリル基の中でも、ジアルコキシシリル基、および好ましくはトリアルコキ
シシリル基が好ましい。
【００５３】
　反応性希釈剤を製造するために適するポリイソシアネートは、例えば、エチレンジイソ
シアネート、１，４－テトラメチレンジイソシアネート、１，４－テトラメトキシブタン
ジイソシアネート、１，６－ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＤＩ）、シクロブタン
１，３－ジイソシアネート、シクロヘキサン１，３－および１，４－ジイソシアネート、
ビス（２－イソシアナトエチル）フマレート、およびそれらの２種以上の混合物、１－イ
ソシアナト－３，３，５－トリメチル－５－イソシアナトメチルシクロヘキサン（イソホ
ロンジイソシアネート，ＩＰＤＩ），２，４－および２，６－ヘキサヒドロトルイレンジ
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イソシアネート、ヘキサヒドロ－１，３－または－１，４－フェニレンジイソシアネート
、ベンジジンジイソシアネート、ナフタレン－１，５－ジイソシアネート、１，６－ジイ
ソシアナト－２，２，４－トリメチルヘキサン、１，６－ジイソシアナト－２，４，４－
トリメチルヘキサン、キシレンジイソシアネート（ＸＤＩ）、テトラメチルキシリレンジ
イソシアネート（ＴＭＸＤＩ）、１，３－および１，４－フェニレンジイソシアネート、
２，４－若しくは２，６－トルイレンジイソシアネート（ＴＤＩ）、２，４’－ジフェニ
ルメタンジイソシアネート、２，２’－ジフェニルメタンジイソシアネート、または、４
，４’－ジフェニルメタンジイソシアネート（ＭＤＩ）、それらの一部または完全に水素
化されたシクロアルキル誘導体、例えば、完全に水素化されたＭＤＩ（Ｈ１２　ＭＤＩ）
、アルキル置換ジフェニルメタンジイソシアネート、例えば、モノ－、ジ－、トリ－また
はテトラアルキルジフェニルメタンジイソシアネートおよびそれらの一部または完全に水
素化されたシクロアルキル誘導体、４，４’－ジイソシアナトフェニルペルフルオロエタ
ン、フタル酸ビスイソシアナトエチル、１－クロロメチルフェニル－２，４－または－２
，６－ジイソシアネート、１－ブロモメチルフェニル－２，４－若しくは－２，６－ジイ
ソシアネート、３，３－ビスクロロメチルエーテル－４，４’－ジフェニルジイソシアネ
ート、イオウ含有ジイソシアネート、例えば２モルのジイソシアネートと１モルのチオジ
グリコール若しくはジヒドロキシジヘキシルスルフィドとの反応により得ることができる
もの、二量体および三量体脂肪酸のジ－およびトリイソイソシアネート、これらのジイソ
シアネートの２種以上の混合物である。
【００５４】
　同様に、ジイソシアネートのオリゴマー化により、特に、上述したイソシアネートのオ
リゴマー化により得ることができるものなど、３官能性以上のイソシアネートをポリイソ
シアネートとして使用することができる。このような３官能性以上のポリイソシアネート
としては、ＨＤＩまたはＩＰＤＩのトリイソシアヌレートまたはそれらの混合物若しくは
それらの混合トリイソシアヌレート、およびアニリン－ホルムアルデヒド縮合物のホスゲ
ン化により得られるポリフェニルメチレンポリイソシアネートなどが挙げられる。
【００５５】
　本発明の組成物の粘度を低下させるために、反応性希釈剤に加えて、または反応性希釈
剤に代えて、溶剤を使用することもできる。適する溶剤は、芳香族若しくは脂肪族炭化水
素、ハロゲン化炭化水素、アルコール、ケトン、エーテル、エステル、エステルアルコー
ル、ケトアルコール、ケトエーテル、ケトエステルである。しかしながら、貯蔵性が高ま
るため、好ましくはアルコールを使用する。Ｃ１～Ｃ１０アルコール、特にメタノール、
エタノール、イソプロパノール、イソアミルアルコールおよびヘキサノールが特に好まし
い。
【００５６】
　本発明の組成物は、接着促進剤を含有することもできる。接着促進剤は、表面上の接着
層の接着特性を改善する物質を意味すると理解される。当業者に既知の従来の接着促進剤
を、単独で、またはいくつかの化合物を組み合わせて使用することができる。適する接着
促進剤としては、テルペンオリゴマー、クマロン／インデン樹脂、脂肪族石油化学樹脂、
および変性フェノール樹脂が挙げられる。本発明の範囲において適する接着促進剤は、テ
ルペン、主にα－若しくはβ－ピネン、ジペンテンまたはリモネンの重合により得られる
炭化水素樹脂である。これらのモノマーの重合は、一般的に、フリーデル・クラフツ触媒
を用いた開始を伴うカチオン重合である。テルペン樹脂としては、テルペンと、例えば、
スチレン、α－メチルスチレン、イソプレンなどの他のモノマーとのコポリマーが挙げら
れる。上記樹脂は、例えば、粘着剤およびコーティング材用の接着促進剤として使用され
る。フェノールのテルペンまたはロジンへの酸触媒付加により製造されるテルペンフェノ
ール樹脂も適している。テルペンフェノール樹脂は、ほとんどの有機溶媒および油に可溶
であり、他の樹脂、ワックスおよびゴムと混和性を有する。上記意味において、本発明の
範囲内で、ロジンおよびその誘導体、例えばそのエステル若しくはアルコールも適してい
る。シラン接着促進剤、具体的にはアミノシラン接着促進剤が特に適当である。
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【００５７】
　本発明の硬化性組成物の特定の実施態様において、本発明の組成物は、一般式（ＩＩ）
：
　Ｒ'Ｒ''Ｎ－Ｒ－ＳｉＸＹＺ　（ＩＩ）
〔式中、Ｒ'およびＲ''は、互いに独立して、水素またはＣ１～Ｃ８アルキル基であり、
　Ｒは、場合によりヘテロ原子を含む炭素数１～１２の２価の炭化水素基であり、Ｘ、Ｙ
、Ｚは、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ８アルキル基、Ｃ１～Ｃ８アルコキシ基またはＣ１～
Ｃ８アシルオキシ基であり、少なくとも１つの基がＣ１～Ｃ８アルコキシ基またはＣ１～
Ｃ８アシルオキシ基である〕
で示されるシランを接着促進剤として含む。そのような化合物は、本質的に、本発明の硬
化性組成物のポリマー成分を結合する高い親和性および様々な極性および非極性表面に対
する高い親和性を示すことにより、それぞれの場合において、接着剤組成物と結合すべき
基材との間の特に安定な接合の形成に寄与する。
【００５８】
　結合基Ｒは、例えば、直鎖若しくは分枝または環状の、飽和若しくは不飽和アルキレン
基であってよい。ヘテロ原子としては、窒素（Ｎ）または酸素（Ｏ）を任意に含む。Ｘ、
Ｙおよび／またはＺがアシルオキシ基である場合、例えばこれはアセトキシ基－ＯＣＯ－
ＣＨ３であり得る。
【００５９】
　本発明の組成物に対する適するフィラーは、例えば、白亜、石炭粉、沈降および／また
は焼成シリカ、ゼオライト、ベントナイト、マグネシウム、カーボネート、珪藻土、アル
ミナ、クレイ、タルク、酸化チタン、酸化鉄、酸化亜鉛、砂、水晶、フリント、マイカ、
ガラス粉末および他の粉砕無機質物質である。また、有機フィラー、特にカーボンブラッ
ク、グラファイト、木質繊維、木粉、おがくず、木材パルプ、綿、パルプ、木片、粉砕ワ
ラ、籾殻、粉砕クルミ殻および他の粉砕繊維を使用することもできる。さらに、ガラス繊
維、ガラスフィラメント、ポリアクリロニトリル、炭素繊維、ケブラー繊維またはポリエ
チレン繊維などの短繊維を加えることもできる。アルミニウム粉末もフィラーとして適す
る。さらに、鉱物外殻または樹脂外殻を有する中空球もフィラーとして適する。これらは
、例えばＧｌａｓｓ　Ｂｕｂｂｌｅｓ（登録商標）として市販されている中空ガラス球で
あってもよい。樹脂系中空球、例えばＥｘｐａｎｃｅｌ（登録商標）またはＤｕａｌｉｔ
ｅ（登録商標）は、例えば欧州特許第０５２０４２６号に記載されている。これらの中空
球は、無機または有機物質であり、それぞれ、１ｍｍ以下、好ましくは５００μｍ以下の
直径を有する。いくつかの用途において、調製物にチクソ性を与えるフィラーが好ましい
。そのようなフィラーは、レオロジー助剤としても記載されており、例えば、水添ヒマシ
油、脂肪酸アミド、またはＰＶＡなどの膨潤性樹脂が挙げられる。適当な計量装置（例え
ばチューブ）から容易に絞り出すことができるよう、このような調製物は３，０００から
１５，０００ｍＰａｓ、好ましくは４，０００から８，０００ｍＰａｓまたは５，０００
から６，０００ｍＰａｓの粘度を有する。
【００６０】
　フィラーは、組成物の総重量に基づいて、１～８０重量％の量で使用することが好まし
い。１種類のフィラーまたはいくつかのフィラーの組み合わせを使用することができる。
【００６１】
　本発明の組成物の好ましい実施態様において、フィラーは、１０～９０ｍ２／ｇ、特に
３５～６５ｍ２／ｇのＢＥＴ表面積を有する高分散シリカである。このタイプのシリカを
使用する場合、このシリカは本発明の組成物の実質的な粘度上昇を生じず、硬化組成物の
強化に寄与する。この強化により、例えば、本発明の組成物を使用する接着剤、封止剤若
しくはコーティング組成物の初期強度、剪断強度および接着性が改善される。
【００６２】
　特に好ましくは、４５～５５ｍ２／ｇのＢＥＴ表面積を有する、特に約５０ｍ２／ｇの
ＢＥＴ表面積を有する高分散シリカを使用する。そのようなシリカは、より高いＢＥＴ表
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面積のシリカと比べて、３０～５０％投入時間が短いというさらなる利点を有する。別の
利点は、接着剤、封止剤若しくはコーティング組成物の透明性および流動性を損なうこと
なく、前記高分散シリカをシラン末端接着剤、封止剤若しくはコーティング組成物にかな
り高い濃度で投入することができるという事実にある。フィラーが、レーザー回折により
測定した平均粒子径ｄ５０が２５μｍ未満、好ましくは５～２０μｍの高分散シリカであ
る、本発明の組成物の一実施態様も特に好ましい。高い透明性で曇りのない組成物が特に
厳しい用途に必要とされている場合に、このタイプのシリカは特に適する。有利には１０
０～２５０ｍ２／ｇ、特に１１０～１７０ｍ２／ｇの比較的高いＢＥＴ表面積を有する焼
成および／または沈降シリカを、フィラーとして使用することも考えられる。しかしなが
ら、そのようなシリカを配合するには比較的長い時間がかかるため、よりコストがかかる
。また、かなりの量の空気が生成物に導入され、それを複雑で時間のかかる方法で再び取
り除かなければならない。一方、より高いＢＥＴ表面積に起因して、より少ない重量比率
のシリカにより硬化組成物の強化作用を達成することができる。このようにして、さらな
る物質を配合し、他の要求について本発明の調製物を改善することができる。
【００６３】
　酸性フィラーに代えて塩基性フィラーを使用すべき場合は、例えば炭酸カルシウム（白
亜）が適しており、この場合、立方晶系、非立方晶系、非晶質および他の変異体を使用す
ることができる。好ましくは、表面処理または表面被覆された白亜を使用する。被覆剤と
しては、好ましくは脂肪酸、脂肪酸石鹸および脂肪酸エステルが用いられ、例えば、ラウ
リン酸、パルミチン酸またはステアリン酸、これらの脂肪酸のナトリウム塩若しくはカリ
ウム塩またはアルキルエステルが用いられる。しかしながら、例えば長鎖アルコールの硫
酸エステル若しくはアルキルベンゼンスルホン酸またはそれらのナトリウム塩若しくはカ
リウム塩、あるいはシラン若しくはチタン酸塩に基づくカップリング剤などの他の表面活
性物質も適している。白亜の表面処理は、組成物の加工性および接着強度ならびに耐候性
の改善を伴うことが多い。被覆剤は、通常、未加工の白亜の総重量に基づき、０．１～２
０重量％、好ましくは１～５重量％で使用される。
【００６４】
　分散性プロファイルに応じて、沈降または粉砕白亜を使用することができる。粉砕白亜
は、例えば天然石灰、石灰岩または大理石から、乾燥法若しくは湿潤法を用いて機械的に
粉砕することにより製造することができる。粉砕工程に応じて、異なる平均粒子径を有す
る断片を得ることができる。有利な比表面積値（ＢＥＴ）は１．５～５０ｍ２／ｇである
。
【００６５】
　さらに、本発明の組成物は酸化防止剤を含んでいてよい。本発明の組成物中の酸化防止
剤の割合は、組成物の総重量に基づいて、最大約７重量％、特に、最大約５重量％である
ことが好ましい。さらに、本発明の組成物はＵＶ安定化剤を含んでいてよい。本発明の組
成物中のＵＶ安定化剤は、最大約２重量％、特に約１重量％であることが好ましい。ＵＶ
安定化剤として、いわゆるヒンダードアミン光安定化剤（ＨＡＬＳ）が特に適する。シリ
ル基を有するＵＶ安定化剤を使用し、これを架橋または硬化中に最終生成物に配合するこ
とが、本発明の範囲において好ましい。この目的においては、Ｌｏｗｉｌｉｔｅ７５およ
びＬｏｗｉｌｉｔｅ７７が特に適している。さらに、ベンゾトリアゾール、ベンゾフェノ
ン、ベンゾエート、シアノアクリレート、アクリレート、立体ヒンダードフェノール、リ
ンおよび／またはイオウを加えることもできる。
【００６６】
　貯蔵可能期間をより長くするために、本発明の組成物を水分浸透に対して安定化するこ
とが有益であることが多い。このような貯蔵可能期間の改善は、例えば乾燥剤を使用する
ことにより達成することができる。乾燥剤としては、その分子量において最小限の変化を
受けながら、水と反応して組成物中に存在する反応性基に対して不活性な基を形成する全
ての化合物が適している。さらに、組成物中に浸透する水分に対する乾燥剤の反応性は、
本発明の組成物中に存在するシリル基含有ポリマーの末端基の反応性よりも高くなければ
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ならない。
【００６７】
　乾燥剤としては、シラン、例えば、３－ビニルプロピルトリエトキシシランなどのビニ
ルシラン、メチル－Ｏ，Ｏ’，Ｏ”－ブタン－２－オン－トリオキシモシランまたはＯ，
Ｏ’，Ｏ”，Ｏ''’－ブタン－２－オン－テトラオキシモシラン（ＣＡＳ　ＮＯ．０２２
９８４－５４－９および０３４２０６－４０－１）などのオキシモシラン、あるいは、ビ
ス（Ｎ－メチルベンズアミド）メチルエトキシシラン（ＣＡＳ　ＮＯ．１６２３０－３５
－６）などのベンズアミドシラン、またはカルバマトメチルトリメトキシシランのような
カルバマトシランも有利に使用される。しかしながら、メチル、エチル若しくはビニルト
リメトキシシラン、テトラメチル若しくはテトラエチルエトキシシランを使用することも
できる。効率性およびコストの点から、ビニルトリメトキシシランおよびテトラエトキシ
シランが特に好ましい。約５，０００ｇ／モル未満の分子量（Ｍｎ）を有し、浸透する水
分との反応性が本発明におけるシリル基含有ポリマーの反応性基の反応性と少なくとも同
等であるか、好ましくはより高い末端基を有する限り、前述した反応性希釈剤も乾燥剤と
して適している。最後に、アルキルオルトホルメートまたはアルキルオルトアセテートを
乾燥剤として使用することもでき、例えば、メチル若しくはエチルオルトホルメート、ま
たはメチル若しくはエチルオルトアセテートを使用することができる。
【００６８】
　本発明の組成物は、好ましくは以下の成分を含む：
１００重量部：成分（ａ）、
０．５～２５重量部：接着促進剤、
０．０１～１０重量部：成分（ｂ）、
０．００１～１００重量部：成分（ｃ）、および、任意に、
０～１２５重量部：可塑剤、
０～１２５重量部：フィラー、
０～２５重量部：乾燥剤または水スカベンジャー、
０～１０重量部：添加剤、例えば、顔料、安定化剤、ＵＶ吸収剤、抗老化剤、酸化防止剤
、レオロジー助剤、希釈剤または反応性希釈剤および／または溶剤、ならびに殺菌剤およ
び難燃剤。
【００６９】
　これらの比率に基づく組成物は、非常に良好な弾性値に加えて良好な強度および接着性
を示す接着剤、封止剤若しくはコーティング組成物の容易な加工性を実現できる。同時に
、組成の特性を、組成比の個別の重み付けにより特定分野の用途に正確に合わせることが
できる。
【００７０】
　本発明の硬化性組成物の粘度は、好ましくは１，０００，０００ｍＰａｓ未満である（
ブルックフィールド粘度計ＲＶＤＶＩＩ型、スピンドルＮｏ．７、１０ｒｐｍ、２３℃で
測定）。特に好ましい本発明の組成物の粘度は、５００，０００ｍＰａｓ未満である。と
りわけ、本発明の組成物の粘度は、２５０，０００ｍＰａｓ未満である。これらの粘度で
あると、組成物の加工性が良好である。
【００７１】
　本発明は、少なくとも
（ａ）一般式（Ｉ）：
　－Ａｎ－Ｒ－ＳｉＸＹＺ　（Ｉ）
〔式中、Ａは２価の結合基であり、Ｒは、場合によりヘテロ原子を含む炭素数１～１２の
２価の炭化水素基であり、Ｘ、Ｙ、Ｚは、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ８アルキル基、Ｃ１

～Ｃ８アルコキシ基またはＣ１～Ｃ８アシルオキシ基であり、少なくとも１つの基がＣ１

～Ｃ８アルコキシ基またはＣ１～Ｃ８アシルオキシ基であり、ｎは０または１である〕
で示される少なくとも１つの末端基を有する少なくとも１つのポリエーテルおよび／また
は少なくとも１つのポリアクリル酸エステル、および
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（ｃ）スズおよびケイ素原子を含まず、それぞれ、カルボキシ基、カルボニル基、ヒドロ
キシ基および本来は芳香族環系の一部である窒素原子から選択される少なくとも２つの官
能基を有する少なくとも１つの化合物
をともに混合する、本発明の硬化性組成物の製造方法を提供する。
【００７２】
　本発明は、本発明の硬化性組成物の、または、本発明の方法により製造された硬化性組
成物の、接着剤、封止剤またはコーティング組成物、特にプラスチック、金属、ガラス、
セラミック、木材、木質材料、紙、紙材、ゴムおよび布を接着するための接着剤としての
使用を提供する。
【００７３】
　原則として、本発明において、本明細書の範囲内に記載された全ての特性、とりわけ実
施態様、比率範囲、組成、および好ましいものとしておよび／または特別のものとして確
認された本発明の組成物の、本発明の方法の、本発明の使用の他の特徴は、全ての可能性
において、相互排他的な組み合わせではなく、好ましいものとしておよび／または特別の
ものとして確認された特徴の組み合わせもまた好ましいものおよび／または特別のものと
して実現することができる。
【実施例】
【００７４】
１．成分（ａ）のシラン末端ポリエーテルの製造
　３２８ｇ（２８ｍｍｏｌ）のポリプロピレングリコール１２０００（ヒドロキシ価＝９
．６）を、真空下、８０℃で５００ｍｌ反応器中で乾燥させた。８０℃の窒素雰囲気下、
０．０７ｇのビスマス（III）オクタノエート（ＢｏｒｃｈｉＫａｔ ２４）を添加した後
、１４ｇ（６７ｍｍｏｌ）のイソシアナトプロピルトリメトキシシラン（％ＮＣＯ＝１９
．９）を加えた。８０℃で１時間攪拌した後、得られたポリマーを冷却し、７．１ｇのビ
ニルトリメトキシシラン、および７０重量％のセバシン酸ビス（１，２，２，６，６－ペ
ンタメチル－４－ピペリジル）と３０重量％のセバシン酸メチル－１，２，２，６，６－
ペンタメチル－４－ピペリジルの混合物（Ｔｉｎｕｖｉｎ　７６５）５．３ｇを添加した
。硬化性組成物に加工する前に、生成物を窒素雰囲気のガラス容器内で湿密に貯蔵した。
【００７５】
２．組成および特性
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【表１】

【００７６】
　これらの実施例は、硬化触媒（ジブチルスズジラウレート）の量が２倍であるにもかか
わらず、例１の組成物に比べて本発明の組成物の硬化（表皮形成時間）がかなり遅いこと
を示している。
【００７７】
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【表２】

【００７８】
　これらの実施例は、本発明の組成物により製造した接着ボンドが、かなり長い加工時間
（表皮形成時間）を示すが、その後加速速度で完全に硬化し、短時間で、遅延性硬化をし
ない組成物のレベルの非常に良好な強度値を達成することを示している。
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